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よみがえれC57 1 II
全般検査レポート ❷

梅小路運転区のC57 1は2024（令和6）年9月以降に本格的な修復作業が始まった。
前号につづき今回はボイラの煙管挿入作業をお届けする。

取材・文＝市原　純（本誌）　　写真（特記以外）＝金盛正樹　　取材日＝ 2025 年 5 月 27 日
取材協力＝ JR 西日本・サッパボイラ

復活が待たれる C57 1。いまのところ
2017（平成 29）年に運用開始した 35
系 4000 番代との組み合わせはまだ 3
年程度しか見られていない。宮野〜仁保　
2020 年 8 月 16 日　写真／吉永昂弘

小煙管の取付が終わった C57 1
のボイラを煙室側から見る。これ
から大煙管を取り付けていく。
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前
号
で
は
シ
リ
ン
ダ
ブ
ロ
ッ
ク
へ
の
ブ
シ
ュ

挿
入
と
、
主
台
枠
へ
の
取
付
作
業
を
お
届
け
し

た
が
、
今
回
は
蒸
機
の
心
臓
部
と
も
い
え
る
ボ

イ
ラ
作
業
の
進
捗
を
お
伝
え
し
よ
う
。

　

2
0
2
4（
令
和
6
）年
10
月
上
旬
に
サ
ッ
パ

ボ
イ
ラ（
大
阪
市
）へ
搬
入
さ
れ
た
C
57 

1
の
ボ

イ
ラ
は
ド
ー
ム
蓋
や
加
減
弁
、
過
熱
管
、
煙
管

類
な
ど
が
外
さ
れ
た
の
ち
、
各
部
の
板
厚
測
定

と
加
修
の
必
要
な
控（
ス
テ
ー
）類
の
更
換
が
行

わ
れ
た
。
大
・
小
煙
管
に
つ
い
て
は
す
べ
て
更

換
と
な
る
た
め
、
新
し
い
煙
管
材
の
完
成
・
到

着
を
待
ち
、
2
0
2
5（
令
和
7
）年
5
月
か
ら

ボ
イ
ラ
本
体
へ
の
取
付
工
事
が
始
ま
っ
て
い
る
。

　

C
57
の
ボ
イ
ラ
は
大
煙
管
18
本
、
小
煙
管
84

本
（
そ
の
う
ち
厚
肉
管［
＊
］は
32
本
）
が
挿

入
さ
れ
て
お
り
、
大
煙
管
は
さ
ら
に
な
か
を
過

熱
管
が
通
る
構
造
。
い
ず
れ
の
煙
管
も
一
端
を

火
室
管
板
に
、
も
う
一
端
が
煙
室
管
板
に
固
定

さ
れ
る
が
、
ボ
イ
ラ
は
火
が
入
る
と
熱
膨
張
す

る
た
め
、
両
端
と
も
銅
ガ
ス
ケ
ッ
ト
を
介
し
て

カ
シ
メ
ら
れ
て
い
る
（
編
註
／
復
活
蒸
機
の
一

部
形
式
で
は
煙
室
管
板
側
の
み
溶
接
固
定
さ
れ

て
い
る
例
も
あ
る
が
、
C
57 

1
は
両
端
と
も

カ
シ
メ
固
定
で
あ
る
）。

　

煙
管
は
品
質
に
定
評
の
あ
る
大
阪
鋼
管
製
造

の
シ
ー
ム
レ
ス
鋼
管
で
、
ボ
イ
ラ
自
体
が
煙
室

か
ら
火
室
に
か
け
て
狭
ま
る
構
造
の
た
め
、
火

室
側
端
は
絞
り
加
工
が
施
さ
れ
て
い
る
。

　

煙
管
は
1
本
ず
つ
ク
レ
ー
ン
で
吊
り
上
げ
ら

れ
た
の
ち
、
人
力
で
ボ
イ
ラ
内
に
挿
入
さ
れ
る
。

煙
室
管
板
〜
火
室
管
板
間
に
収
ま
っ
た
ら
、
寸

法
調
整
を
行
っ
た
う
え
で
銅
ガ
ス
ケ
ッ
ト
を
挟

ん
で
カ
シ
メ
ら
れ
る
が
、
管
板
側
の
孔
径
が
各

大煙管は 1 本ずつクレーンで吊り上げたのち、ローラーを介して人力でボイラ内へ押し込んでいく。

▲

2024（令和 6）年にサッパボイ
ラへ運び込まれて以来、加修が進め
られてきた C57 1 のボイラ。▼煙室
内の狭い空間で中腰になりながら大
煙管を押し入れる。火室側からも別
の作業者が大煙管を引き出している。

▲ 新規に製作された大煙
管。小煙管・厚肉管とも
ども高温・高圧に長時間
晒されるため、高品質な
大阪鋼管製のシームレス
鋼管でできている。また
火室側は絞り加工が施さ
れている。▼ボイラから取
り外された使用済みの大・
小煙管（一部は厚肉管）。
溶断された切り口を見る
と、使用されつづけたこと
により材が薄くなってきて
いるのがわかる。

［＊］…�元来、国鉄制式蒸機のボイラ内を通る煙管は大煙管と小煙管だが、サッパボイラでは小煙
管の一部を肉厚のものとして管板を支える役目を担わせており、これを厚肉管と呼んでいる。
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煙
管
で
微
妙
に
異
な
っ
て
い
る
た
め
、
銅
ガ
ス

ケ
ッ
ト
は
い
く
つ
か
違
う
厚
み
の
も
の
を
用
意

し
、
孔
径
に
応
じ
て
使
い
分
け
ら
れ
て
い
る
。

　

煙
管
の
寸
法
調
整
と
銅
ガ
ス
ケ
ッ
ト
挿
入
が

終
わ
る
と
拡
管
器
（
エ
キ
ス
パ
ン
ダ
）
を
使
用

し
て
カ
シ
メ
作
業
が
行
わ
れ
る
が
、
こ
の
作
業

を
セ
ー
ト
ル
（
加
工
）
と
い
い
、
サ
ッ
パ
ボ
イ

ラ
で
は
エ
ア
工
具
に
自
在
継
手
を
介
し
た
長
い

治
具
を
製
作
し
作
業
に
あ
た
っ
て
い
る
。

　

ち
な
み
に
、
取
材
時
は
す
で
に
小
煙
管
の
挿

入
と
固
定
が
終
わ
っ
た
状
態
で
あ
っ
た
た
め
、

大
煙
管
挿
入
と
固
定
の
み
が
行
わ
れ
て
い
た
。

　

大
煙
管
の
挿
入
と
同
時
に
、
蒸
気
分
配
箱
に

取
り
つ
け
ら
れ
て
い
た
バ
ル
ブ
類
が
外
さ
れ
、

こ
れ
ら
は
梅
小
路
運
転
区
で
検
査
を
実
施
。
ボ

イ
ラ
へ
の
大
・
小
・
厚
肉
煙
管
取
付
が
終
わ
れ

ば
、
加
減
弁
と
ド
ー
ム
蓋
取
付
と
な
り
、
使
用

再
開
検
査
（
水
圧
検
査
）
が
行
わ
れ
る
予
定
だ
。

12

1セートル加工を行う拡管器の先端部分。軸を回転させ、ローラーで内側から加圧すること管径を広げ、固定するという仕組み。2管板の取
付孔と煙管の間に挿入する銅ガスケット。小径のものは小煙管用。管板の孔径が各煙管によりわずかながら異なるため、厚みの異なるガスケ
ットを用意して調整する。3大煙管取付と同時進行で、蒸気分配箱のバルブ類が外されていく。外されたバルブ類は梅小路運転区が取り替える。

3

外されたバルブ類。メンテナンス性を考慮し、一部
のバルブは汎用の工業製品に取り替えられている。

大煙管のカシメ作業。高所作
業車にエア工具を固定し、高
さを稼いだうえで自在継手を
介して拡管器に接続、管板の
煙管固定部をカシメていく。


